
259  

第3章   

フィランソロピーと科学  

出口 正之  deguchi＠soken．ac．jp  

総合研究大学院大学比較文化学専攻教授  

国立民族学博物館・文化資源研究センター  

プロフィール  

米国ジョンズ・ホプキンス大学国際フィランソロピー・フェロー、サントリー文化財団事務局長、総合  
研究大学院大学教育研究交流センター教授を経て、現職。政府税制調査会・特別委員、89カ国  
の研究者を会員に持つ国際NPO・NGO学会（ISTR）会長。  

1．フィランソロピーの背景  

1．1．巨大財政赤字の中で科学者は生き残れるか？  

はじめに、今の巨大財政赤字の中で科学者は生きていけるのかについて考  

えてみたい。   

現在、国、地方あわせた借金は約700兆円、いわゆる隠れ借金を含めると  

1000兆円近くに達する。また、つい最近、合計特殊出生率（TFR＝total  

fertilityrate）1．29という数字が発表になった。死亡率を考慮すれば、2・1  

～2．2あたりが再生産水準のため、このまま推移すれば、2006年から人口が  

減り始める。さらに2007年から団塊世代が60歳代に突入し、直後に財政破  

綻社会が到来する。   

なおかつ国家予算約84兆円のうち、税金関係は5割程度にしか過ぎない。  

これに対して、財政当局は非常な危機感を抱き、財政支出を削減する方向は  

必至である。したがって近い将来、税金を資金源にしていた科学者受難の時  

代の到来は目に見えている。   
































